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彼は、ミネソタ州で私が始めて教えた小学 3 年生のクラスにいました。

全 34 人の生徒は私にとって大切でした－チャック、マリリン、ヴィキー－しかしマーク・エクランドは 100 万人に一人の
人でした。

彼の外見は清楚で、明るく屈託のない態度から、私は彼のいたずら好きな所も憎めませんでした。

マークはおしゃべり好きな男の子でした。

私の許可を得ずに、話してはならない事を何度も何度も彼に注意しなければなりませんでした。

しかし、私が凄く感心したのは、注意する度に帰ってくる彼の誠実な応えです－「シスター、僕を正してくれてありがとう
ございます！」－このように彼は応えました。

最初は戸惑いましたが、一日に何回も聞くうちに慣れました。

〔解答〕
マークは明るくて屈託のない生徒
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Reading 2 All the Good Things
読み物 2 あらゆる良いこと
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